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伝
統
あ
る
茅
野
市
議
会
の
議
長
の
重

責
に
改
め
て
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で

あ
り
ま
す
。

　

議
会
の
究
極
の
目
的
は
、
市
民
の
幸

せ
向
上
の
た
め
に
あ
る
こ
と
を
深
く
認

識
し
、
市
民
の
た
め
の
議
会
、
市
民
に

寄
り
添
う
議
会
を
目
指
し
て
、
全
議
員

の
力
を
結
集
し
、
た
ゆ
ま
な
い
議
会
改

革
と
茅
野
市
発
展
に
向
け
て
力
の
限
り

を
尽
く
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
①
前
期
議
会
で
種
を

播
き
、
苗
を
育
て
た
「
議
会
だ
よ
り
発

行
、
議
会
報
告
意
見
交
換
会
」
事
業
を

充
実
発
展
さ
せ
、
市
民
の
声
、
総
意
を

つ
か
み
市
民
に
寄
り
添
う
議
会
を
目
指

す
こ
と
。
②
議
会
の
権
能
で
あ
る
議
決

権
行
使
に
当
た
り
、
提
出
議
案
に
対
す

る
よ
り
深
い
審
議
と
、
活
発
な
議
論
を

尽
く
せ
る
よ
う
な
環
境
と
し
く
み
づ
く

　

選
挙
後
の
初
議
会
が
５
月
13
日
に

開
催
さ
れ
、
正
副
議
長
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
正
副
議
長
よ
り
ご
挨
拶
申

し
上
げ
ま
す
。

り
を
研
究
、
具
現
化
し
、
議
会
の
活
性

化
を
通
じ
て
市
民
の
負
託
に
応
え
た
い

と
考
え
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
一

層
の
ご
意
見
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
、
就

任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

常
日
頃
の
議
会
へ
の
ご
理
解
、
ご
支

援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

社
会
の
多
様
化
が
進
む
中
で
、
地
方

分
権
や
地
方
創
生
へ
の
対
策
が
急
務
で

あ
り
ま
す
が
、
地
方
や
地
域
の
現
実
は

極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
都

会
へ
の
一
極
集
中
に
見
ら
れ
る
地
方
の

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
更
に
は
産

業
の
空
洞
化
な
ど
地
方
経
済
の
疲
弊
を

加
速
さ
せ
る
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

茅
野
市
で
は
持
続
成
長
が
可
能
な
地

域
の
あ
り
方
の
対
策
が
そ
れ
ぞ
れ
の
施

策
に
お
い
て
計
画
、
実
行
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
国
や
県
と
連
携
を
す
る
中
で
単

な
る
横
並
び
か
ら
脱
却
し
、
社
会
の
仕

組
み
を
地
方
か
ら
変
え
て
い
く
時
代
の

先
取
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
経
営
の
二
元
代
表
制
の
一
翼
を

担
う
議
会
と
し
て
議
員
力
、
議
会
力
を

高
め
て
い
く
中
で
、
行
政
課
題
は
も
と

よ
り
市
民
の
皆
様
の
要
望
に
つ
い
て
、

議
会
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
の
で
き
る
茅
野
市
議
会
運
営
を
議

長
と
の
二
人
三
脚
で
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議長　小松　一平

副議長　小池　賢保
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４
月
の
改
選
後
、
新
た
に
常
任
委
員
会
の
構
成
が
決
ま
り

ま
し
た
の
で
、
委
員
会
と
委
員
の
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
平
成
27
年
５
月
13
日
か
ら
）

　
　

総
務
環
境
委
員
長　

望
月　

克
治

　

総
務
環
境
委
員
会
は
、
ま
ち
づ
く
り

や
環
境
、
会
計
に
関
す
る
こ
と
、
ま
た

選
挙
管
理
委
員
会
や
消
防
に
関
す
る
事

項
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
終
戦
70
周
年
を
迎
え
る
年
で

す
。
茅
野
市
は
「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」

後
31
周
年
を
迎
え
、
昨
年
は
市
民
の
力

委

員

会
紹
介
紹
介

総務環境委員会
委員長　望月　克治

前列左から…望月克治（委員長）
　　　　　　小尾一郎（副委員長）
後列左から…小松一平　矢島正恒
　　　　　　宮坂武男　両角昌英

経済建設委員会
委員長　樋口　　敏之

前列右から…樋口敏之（委員長）
　　　　　　伊藤　勝（副委員長）
後列左から…篠原啓郎　山岸正衛
　　　　　　丸茂岳人　両角秀喜

「
非
核
平
和
都
市
と
し
て

　
　
　
　

安
心
し
て
住
め
る
市
へ
」

で
「
非
核
平
和
都
市
宣
言
碑
」
も
建
立

さ
れ
ま
し
た
。
他
に
も
茅
野
市
は
「
茅

野
市
交
通
安
全
都
市
宣
言
」
「
暴
走
族

追
放
宣
言
」
「
青
少
年
健
全
育
成
都
市

宣
言
」
「
生
涯
学
習
都
市
宣
言
」
「
暴

力
の
な
い
都
市
宣
言
」
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
宣
言
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市

で
あ
り
続
け
る
よ
う
、
委
員
会
と
し
て
、

市
民
目
線
で
市
の
業
務
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
き
ま
す
。

　
　

経
済
建
設
委
員
長　

樋
口　

敏
之

　

経
済
建
設
委
員
会
は
、
農
林
課
、
商

工
課
、
観
光
課
等
が
属
す
る
産
業
経
済

部
と
建
設
課
、
建
設
関
連
・
バ
イ
パ
ス

対
策
室
、
都
市
計
画
課
、
水
道
課
が
属

す
る
都
市
建
設
部
、
ま
た
農
業
委
員
会

に
関
す
る
事
項
を
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。

「
茅
野
市
経
済
の

　
　
　
　

現
状
を
知
る
事
か
ら
」

　

今
年
度
の
経
済
建
設
委
員
会
は
、
茅

野
市
経
済
の
根
幹
で
あ
る
産
業
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
の
進
行
状
況
を
し
っ
か
り
調
査

す
る
事
と
、
茅
野
市
の
産
業
を
け
ん
引

し
て
い
る
各
種
団
体
や
事
業
者
と
意
見

交
換
を
積
極
的
に
行
い
、
委
員
全
員
が

茅
野
市
経
済
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

共
通
認
識
を
持
つ
事
で
委
員
会
と
し
て

何
が
出
来
る
の
か
を
、
し
っ
か
り
と
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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福
祉
教
育
委
員
長
　
伊
藤
　
玲
子

　

福
祉
教
育
委
員
会
は
、
健
康
福
祉
部

及
び
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事

項
や
、
福
祉
事
務
所
の
所
管
に
属
す
る

事
項
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
の
地
方
選
挙
投
票
日
の
出
口
調

査
に
お
い
て
、
「
茅
野
市
政
に
望
む
重

点
課
題
は
」
の
問
い
に
対
し
て
、
一
番

目
に
多
か
っ
た
回
答
が
福
祉
・
医
療
、

２
番
目
に
多
か
っ
た
回
答
が
教
育
・
子

育
て
で
、
他
の
回
答
を
大
き
く
離
し
て

「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
福
祉
の
ま
ち
に
」

い
た
と
地
元
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
茅
野
市
の
市
政
に
も
っ
と

福
祉
・
教
育
等
に
対
す
る
施
策
を
反
映

し
て
ほ
し
い
と
い
う
市
民
の
願
い
と
受

け
止
め
、
福
祉
教
育
委
員
会
と
し
て
も

「
福
祉
の
ま
ち
」
と
自
他
と
も
に
認
め

あ
え
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
・
協
働
を

目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

予
算
決
算
委
員
長
　
山
岸
　
正
衛

　

予
算
決
算
委
員
会
は
18
人
の
議
員
全

員
で
構
成
さ
れ
、
一
般
会
計
、
特
別
会

計
（
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
、
国
民
健
康
保
険
医
療
、
墓
地
事
業
）

及
び
公
営
企
業
会
計
（
水
道
事
業
、
下

水
道
事
業
）
の
当
初
予
算
、
補
正
予
算

の
審
査
と
、
決
算
の
認
定
に
関
す
る
事

項
を
受
け
持
っ
て
い
ま
す
。
当
初
予
算

に
つ
い
て
は
、
３
月
定
例
会
で
市
長
の

予
算
編
成
方
針
を
も
と
に
、
市
か
ら
説

明
を
受
け
２
日
間
か
け
て
審
査
し
ま
す
。

決
算
に
つ
い
て
は
、
９
月
定
例
会
で
、

「
市
民
に
代
わ
っ
て

　
　
　

税
の
使
途
を
チ
ェ
ッ
ク
」

市
か
ら
説
明
を
受
け
２
日
間
か
け
て
、

議
会
で
決
定
し
た
予
算
が
適
正
に
執
行

さ
れ
た
か
ど
う
か
、
ま
た
今
後
の
行
政

運
営
の
改
善
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
指

し
て
審
査
し
て
い
ま
す
。
補
正
予
算
に

つ
い
て
は
地
方
自
治
法
第
２
１
８
条
で

「
予
算
の
調
製
後
に
生
じ
た
事
由
に
基

づ
い
て
、
既
定
の
予
算
に
追
加
そ
の
他

の
変
更
を
加
え
る
必
要
が
生
じ
た
と
き

は
、
補
正
予
算
を
調
製
し
、
こ
れ
を
議

会
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
茅
野
市
で
は
４
回

の
定
例
会
で
補
正
予
算
の
審
査
を
し
て

い
ま
す
。
益
々
厳
し
く
な
る
財
政
状
況

の
中
で
、
税
金
の
使
途
を
な
お
一
層
厳

し
く
審
査
し
て
い
き
ま
す
。

福祉教育委員会
委員長　伊藤　玲子

前列右から…伊藤玲子（委員長）
　　　　　　松山孝志（副委員長）
後列左から…長田近夫　小池賢保
　　　　　　伊藤正陽　北沢千登勢

予算決算委員会
委員長　山岸　正衛

左から…山岸正衛（委員長）
　　　　丸茂岳人（副委員長）
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議
会
運
営
委
員
長
　
宮
坂
　
武
男

　
議
会
運
営
委
員
会
は
、
議
会
運
営
の

調
整
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
議
会
の
運
営
に
関
す

る
事
項
、
議
会
の
会
議
規
則
、
委
員
会

条
例
等
に
関
す
る
事
項
、
議
長
の
諮
問

に
関
す
る
事
項
を
所
管
し
ま
す
。

　
ま
た
、
議
会
の
日
程
、
議
案
、
請
願
・

陳
情
の
取
扱
い
の
協
議
を
行
い
ま
す
。

議
会
運
営
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
ま
た
、

議
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
役
割
を
果
た

せ
る
よ
う
、
議
員
の
理
解
と
協
力
を
得

「
議
会
運
営
を
円
滑
に
」

議会運営委員会
委員長　宮坂　武男

前列左から…宮坂武男（委員長）
　　　　　　篠原啓郎（副委員長）
後列左から…小池賢保　小松一平　長田近夫
　　　　　　山岸正衛　望月克治　伊藤正陽

な
が
ら
、
慎
重
に
運
営
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　一般質問等の録画映像がホームページからご覧になれます。（質問日の一週間後からご覧いただけます。）
実際の質問の様子、市側の答弁について、ぜひ動画でご覧ください。
　また、同ホームページ内の『会議録検索システム』により、会議録の閲覧もできますのでご利用ください。
　６月定例会の会議録の閲覧は、８月末頃にシステムから閲覧
できるようになります。

録画放送でご覧いただけます。録画放送でご覧いただけます。

　市議会の定例会と臨時会の本会議及び各常任委員会は誰でも傍聴
ができます。ぜひ皆さんも傍聴におでかけください。予約の必要は
ありません。本会議の傍聴席は、一般席と報道関係者席に分かれて
おり、一般席は身障者用スペースを含め48席あります。
　本会議の傍聴を希望される方は、当日、傍聴席入口に備え付けの
傍聴受付証に必要事項をご記入の上、傍聴席へお入りください。事
務局への連絡はいりません。
　なお、委員会の傍聴をご希望の方は、事前に議会事務局までご連
絡ください。

議会棟
３階
議会棟
３階

※９月定例会の日程は、決まり次第茅野市議会のホームページとLCV11
　チャンネル（ビーナチャンネル）の文字放送でお知らせします。
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こ
の
議
案
は
、
公
用
車
の

事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に

つ
い
て
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て可

決

議
案
第
40
号

　

こ
の
議
案
は
、
国
会
に
お

い
て
審
議
さ
れ
て
い
る
安
全
保
障
関
連

法
案
が
、
国
民
保
護
に
も
関
連
し
、
市

民
の
人
権
を
擁
護
す
る
と
い
う
観
点
か

ら
、
議
員
提
案
さ
れ
た
も
の
。

　

茅
野
市
国
民
保
護
協
議
会
条
例
第
２

条
「
協
議
会
の
委
員
の
定
数
は
、
45
人

以
内
と
す
る
。」
を
「
協
議
会
の
委
員
の

定
数
は
、
45
人
以
内
と
し
、
任
命
に
当

た
っ
て
は
、
議
会
の
意
見
を
聴
取
す
る

こ
と
と
す
る
。」に
改
め
、「
協
議
会
は
、

国
民
保
護
は
武
力
攻
撃
等
を
回
避
す
る

こ
と
が
最
高
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
、
い
か
な
る
場
合
も
住
民
の
基
本

的
人
権
を
守
る
こ
と
に
十
分
な
配
慮
を

す
る
も
の
と
す
る
。」を
新
た
に
加
え
る

も
の
。

　
「
国
民
保
護
法
第
５
条
に
基
本
的
人

権
の
尊
重
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
あ
え

て
茅
野
市
国
民
保
護
協
議
会
条
例
で
う

た
う
必
要
が
あ
る
の
か
。」

　
「
人
権
を
守
る
と
い
う
こ
と
を
身
近

な
行
政
が
条
例
に
う
た
う
こ
と
は
必
要

で
あ
る
。」

【
討
論
】

　
「
こ
の
条
例
は
、
国
民
保
護
法
に
基

づ
き
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

現
状
の
ま
ま
で
よ
い
。｣

　
「
住
民
の
幸
福
追
求
権
を
実
現
す
る

た
め
に
地
方
自
治
は
あ
る
。
地
方
自
治

体
の
独
自
立
法
権
は
憲
法
に
も
保
障
さ

れ
て
い
る
の
で
、
条
例
の
一
部
改
正
を

行
う
こ
と
に
問
題
は
な
い
。｣

　
「
沖
縄
県
民
の
基
地
負
担
の
重
さ
に

茅
野
市
国
民
保
護
協
議
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

否
決

議
第
16
号

回
答

質
問

反
対
意
見

賛
成
意
見

沖
縄
の
声
に
共
鳴
し
て
地
方
自
治
の

堅
持
を
政
府
に
求
め
る
意
見
書
提
出

を
求
め
る
請
願

請
願
５

不
採
択

不
採
択
の
意
見

　

茅
野
市
議
会
６
月
定
例
会
は
、
５
月

29
日（
金
）か
ら
６
月
24
日（
水
）ま
で
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
や
条
例
な
ど
９
議
案
が
審

議
さ
れ
、
市
長
提
出
の
８
議
案
は
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
、
同
意
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
・
陳
情
７
件
が
審
議
さ

れ
、
採
択
２
件
、
趣
旨
採
択
１
件
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
意
見
書
案
４
件
の
う

ち
、
３
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
議
案
の
一
覧
及
び
議
決
結
果
は
、

８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

審
査
経
過
及
び
結
果
は
、
常
任
委
員
会

報
告
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

予
算
決
算
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案

件
は
、
平
成
27
年
度
の
補
正
予
算
に
係

る
議
案
１
件
。 定

例
会
よ
り

定
例
会
よ
り

定
例
会
よ
り

６
月
６
月予

算
決
算
委
員
会山

岸　

正
衛

委
員
長

常
任
委
員
会
報告

　

こ
の
議
案
は
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
か
ら
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
、
２
２
０
３
万
２
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
３
２
億
９
２
０

３
万
２
千
円
と
す
る
も
の
。

・
茅
野
市
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
、

　

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
７
月
末
か
ら
８
月

　

初
旬
に
か
け
て
行
わ
れ
る
小
屋
フ

　

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
補
助
金
３
百

　

万
円
。

・
８
月
１
日
に
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ン
グ
モ

　

ン
ト
市
で
行
わ
れ
る
、
姉
妹
都
市
提

　

携
25
周
年
記
念
式
典
へ
の
参
加
関
係

　

費
等
、
国
際
交
流
事
業
費
１
４
４
万

　

１
千
円
。

平
成
27
年
度
茅
野
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

可
決

主
な
歳
出

議
案
第
43
号

　

総
務
環
境
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案

件
は
、
議
案
２
件
、
請
願
２
件
、
陳
情

２
件
。 総

務
環
境
委
員
会望

月　

克
治

委
員
長
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安
全
保
障
法
制
法
案
に
関
す
る
意
見

書
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

陳
情
10

経
済
建
設
委
員
会樋

口　

敏
之

委
員
長

　

請
願
６
と
同
趣
旨
で
あ
る

と
み
な
し
て
不
採
択
。

み
な
し

不
採
択

安
全
保
障
法
制
法
案
に
関
す
る
意
見

書
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

陳
情
11

　

請
願
６
と
同
趣
旨
で
あ
る

と
み
な
し
て
不
採
択
。

　

経
済
建
設
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案

件
は
、
議
案
３
件
、
陳
情
１
件
。 み

な
し

不
採
択

　

こ
の
議
案
は
、
道
路
法
第

８
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
市
道
認

定
を
す
る
も
の
。（
宅
地
開
発
に
伴
う

市
道
路
線
の
認
定
。）

　
「
市
道
の
認
定
に
あ
た
り
、
道
路
の

区
分
は
ど
の
よ
う
に
定
め
る
か
。
ま
た

こ
の
路
線
は
、
宅
地
を
囲
む
よ
う
な
道

路
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
方
通
行
の
道

路
と
な
る
の
か
。」

　
「
道
路
の
区
分
に
つ
い
て
は
、
道
路

構
造
令
に
基
づ
い
て
い
る
。
今
回
認
定

さ
れ
る
道
路
は
、
種
別
と
し
て
は
「
そ

の
他
の
道
路
」
と
な
り
、
交
通
量
の
多

い
道
路
で
は
な
い
た
め
、
第
４
種
第
４

級
の
道
路
に
な
る
。
路
線
名
と
し
て
ブ

ロ
ッ
ク
番
号
と
路
線
番
号
が
付
け
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
道
路
は
、
一
方

通
行
で
は
な
い
。」

　
「
農
地
を
宅
地
等
に
転
用
す
る
際
の

手
順
は
。」

　
「
農
地
を
宅
地
等
に
転
用
す
る
場
合
、

農
地
転
用
の
手
続
き
が
必
要
で
あ
り
、

知
事
の
許
可
を
受
け
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
当
該
土
地
に
つ
い
て
も
、
転
用
の

手
続
き
が
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
都
市

計
画
法
第
29
条
に
基
づ
き
、
開
発
の
許

可
も
受
け
て
い
る
。
開
発
に
必
要
な
一

連
の
手
続
き
を
取
り
、
知
事
の
許
可
を

受
け
た
後
に
市
道
認
定
の
申
請
書
類
が

市
に
提
出
さ
れ
る
。」

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
（
宮
川

両
久
保
地
籍
）

可
決

議
案
第
38
号

回
答

回
答

質
問

質
問

つ
い
て
は
理
解
で
き
る
が
、
地
方
自
治

の
堅
持
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
推
進

さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
の
で
、
全
面
的

に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」

　
「
国
防
に
関
わ
る
こ
と
に
地
方
が
意

見
を
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
地
方

と
国
は
対
等
だ
が
、
政
策
で
は
国
が
優

先
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
件
に
つ

い
て
、
地
方
議
会
と
し
て
意
思
を
示
す

こ
と
は
、
妥
当
で
は
な
い
の
で
は
な
い

か
。」

　
「
自
国
は
自
国
で
守
る
と
い
う
こ
と

で
法
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
国
会

で
審
議
中
の
内
容
で
あ
り
、
国
民
の
意

見
も
聞
き
な
が
ら
会
期
も
延
長
し
て
慎

重
な
審
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

結
果
を
見
て
い
き
た
い
。」

【
討
論
】

　
「
日
本
が
ど
の
よ
う
に
平
和
協
力
し

て
い
く
の
か
世
界
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。

平
和
を
守
る
こ
と
は
一
番
大
切
な
こ
と

で
あ
る
し
、
誰
も
が
戦
争
を
し
た
く
な

い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
時
に
、

日
本
は
何
が
で
き
る
か
考
え
、
法
整
備

を
す
る
こ
と
も
一
つ
の
道
だ
と
思
う
。

完
全
に
憲
法
違
反
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
で
き
る
こ
と

を
決
め
て
い
る
の
だ
と
思
う
。｣

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
日
本
一

国
で
は
平
和
が
成
り
立
た
な
い
と
言
わ

れ
る
。
中
国
、
北
朝
鮮
の
脅
威
に
対
し
、

こ
の
法
律
が
必
要
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
ア
ジ
ア
の
国
々
か
ら
の
輸
入
に

頼
る
日
本
が
そ
れ
ら
の
国
を
脅
威
と
捉

え
、
法
律
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
な
ぜ
な
の
か
。
お
互
い
意
見
を
交

わ
し
協
力
し
あ
う
の
が
筋
で
は
な
い
か
。

多
く
の
憲
法
学
者
が
憲
法
違
反
だ
と
言

っ
て
い
る
法
律
の
成
立
を
許
し
て
は
い

け
な
い
。」

海
外
で
戦
争
に
繋
が
る
安
全
保
障
法

案
を
今
国
会
で
成
立
さ
せ
る
こ
と
に

反
対
す
る
請
願

請
願
６

不
採
択

不
採
択
の
意
見

反
対
意
見

賛
成
意
見
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都市公園として認定するための現地視察
左から　川辺公園、西茅野中央公園

　
「
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
、
中
小
企

業
へ
の
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
と
い
う

趣
旨
に
は
賛
成
で
あ
る
。」

　
「
地
域
に
よ
っ
て
物
価
に
差
が
あ
る
中

で
、
全
国
一
律
の
最
低
賃
金
と
す
る
こ

と
に
は
賛
成
し
か
ね
る
。
最
低
賃
金
が

大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
場
合
、
企
業

に
よ
っ
て
は
経
営
が
成
り
立
た
な
く
な

る
の
で
は
な
い
か
。
国
の
借
金
が
１
千

兆
円
を
超
え
る
中
、
こ
れ
以
上
、
国
の

負
担
が
増
え
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

景
気
が
回
復
し
て
き
て
い
る
中
、
企
業

の
自
助
努
力
も
必
要
で
は
な
い
か
。」

陳
情
12

「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支

援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」
の
採

択
を
求
め
る
陳
情

趣
旨採択

趣
旨
採
択
の
意
見

採
択
の
意
見

　

福
祉
教
育
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案

件
は
、
陳
情
２
件
。

　
「
ろ
う
者
の
方
は
訴
え
る
手
段
が
な

い
中
で
、
ま
ず
は
他
の
障
害
を
お
持
ち

の
方
と
同
じ
水
準
に
持
っ
て
い
き
た
い

と
い
う
の
が
手
話
言
語
法
で
あ
り
、
採

択
で
良
い
と
考
え
る
。」

　
「
手
話
を
言
語
と
す
る
根
本
的
な
法

律
が
必
要
だ
。」

　
「
こ
の
陳
情
は
、
こ
う
い
う
趣
旨
の

法
律
を
作
っ
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
で
、

立
ち
上
げ
の
た
め
の
き
っ
か
け
を
求
め

た
陳
情
な
の
で
、
採
択
す
べ
き
。」

福
祉
教
育
委
員
会

伊
藤　

玲
子

委
員
長

手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

採
択

陳
情
７

採
択
の
意
見

　
「
全
て
の
子
ど
も
が
平
等
に
教
育
を

受
け
る
と
い
う
中
で
、
義
務
教
育
は
国

の
責
任
で
や
っ
て
い
く
べ
き
で
、
３
分

の
１
で
は
な
く
、
２
分
の
１
の
負
担
率

で
や
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
。」

　
「
教
材
費
、
旅
費
、
共
済
費
、
退
職

手
当
な
ど
は
国
の
負
担
制
度
か
ら
外
さ

れ
、
そ
の
分
の
費
用
は
県
や
市
が
負
担

し
て
い
る
の
で
、
国
の
制
度
で
し
っ
か

り
と
見
て
欲
し
い
と
い
う
趣
旨
で
あ
り
、

良
い
の
で
は
な
い
か
。」

「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
」の
堅

持
に
関
す
る
陳
情
書

採
択

陳
情
９

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
（
玉
川

小
堂
見
地
籍
）

議
案
第
39
号

可
決

　

こ
の
議
案
は
、
道
路
法
第

８
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
市
道
認

定
を
す
る
も
の
。（
宅
地
開
発
に
伴
う

市
道
路
線
の
認
定
。）

　

こ
の
議
案
は
、
整
備
の
終

了
し
た
公
園
を
都
市
公
園
と
し
て
位
置

付
け
る
た
め
の
も
の
。

　
「
公
園
内
の
遊
具
等
を
使
用
し
た
際

の
事
故
に
つ
い
て
、
補
償
が
あ
る
か
。」

　
「
市
が
管
理
し
て
い
る
公
園
は
保
険

に
入
っ
て
い
る
た
め
、
怪
我
を
し
た
場

合
は
補
償
が
あ
る
。
ま
た
、
事
故
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
遊
具
等
に
つ
い
て
毎
年

点
検
を
し
て
お
り
、
不
備
が
あ
れ
ば
直

ち
に
補
修
を
行
っ
て
い
る
。」

　
「
犬
を
連
れ
て
公
園
を
散
歩
さ
れ
る

方
が
い
る
が
、
犬
の
フ
ン
の
後
始
末
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
い
る

の
か
。」

　
「
公
園
利
用
の
際
の
犬
の
フ
ン
の
後

始
末
に
つ
い
て
は
、
看
板
を
設
置
し
、

適
正
な
処
理
を
お
願
い
し
て
い
る
。
今

後
、
公
園
利
用
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
は

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
周
知
し
て
い
く
こ

と
も
検
討
し
た
い
。

茅
野
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

議
案
第
42
号

可
決

回
答

回
答

質
問

質
問
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６月定例会の議決結果と各議員の賛否一覧 付託委員会　　総…総務環境　　経…経済建設　　福…福祉教育　　予…予算決算 
○…賛成　　●…反対　　　　※議長は採決には加わりません。

市
　
長
　
提
　
出
　
議
　
案

請
　
願
　
・
　
陳
　
情

議
員
提
出
議
案

報
　
　
　
告

番
　
　
　
号

件　　　　　名

36

37

41

38

39

40

42

43

２

３

４

５

５

６

７

９

10

11

12

16

17

18

19

20

経

経

総

経

予

総

総

福

福

総

総

経

総

承認

承認

同意

可決

可決

可決

可決

可決

不採択

不採択

採択

採択

否決

可決

可決

可決

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

●

●

○

○

○

●

○

○

○

○

○
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付
託
委
員
会

議
決
結
果

小
池
　
賢
保

北
沢
千
登
勢

宮
坂
　
武
男

望
月
　
克
治

山
岸
　
正
衛

篠
原
　
啓
郎

樋
口
　
敏
之

伊
藤
　
玲
子

伊
藤
　
　
勝

両
角
　
昌
英

両
角
　
秀
喜

矢
島
　
正
恒

長
田
　
近
夫

小
尾
　
一
郎

伊
藤
　
正
陽

丸
茂
　
岳
人

松
山
　
孝
志

茅野市税条例等の一部を改正する条例の専決処分
の承認を求めることについて

茅野市国民健康保険税条例の一部を改正する条
例の専決処分の承認を求めることについて

茅野市固定資産評価審査委員会委員選任の同意を
求めることについて

平成27年度茅野市一般会計補正予算（第１号）につ
いて

平成26年度茅野市一般会計補正予算（第４号）の専
決処分の承認を求めることについて

沖縄の声に共鳴して地方自治の堅持を政府に求め
る意見書提出を求める請願

安全保障法制法案に関する意見書採択を求める陳
情書

海外で戦争に繋がる安全保障法案を今国会で成立
させることに反対する請願

安全保障法制法案に関する意見書採択を求める陳
情書

手話言語法制定を求める意見書の提出を求める陳
情書

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める
意見書」の採択を求める陳情

茅野市国民保護協議会条例の一部を改正する条例
について

意見書案の提出について（「義務教育費国庫負担制
度」の堅持を求める）

意見書案の提出について（平和安全法制等の整備
についての慎重審議を求める）

意見書案の提出について（集団的自衛権行使を具
体化する法案の撤回を求める）

市道路線の認定について（宮川両久保地籍）

市道路線の認定について（玉川小堂見地籍）

損害賠償の額の決定について

茅野市都市公園条例の一部を改正する条例について

専決処分の報告について

茅野市総合サービス株式会社の経営状況について

株式会社地域文化創造の経営状況について

「義務教育費国庫負担制度」の堅持に関する陳情書

意見書案の提出について（手話言語法制定を求める）

専決処分の報告について

地球社会建設決議に関する陳情書

介護従事者の処遇改善を求める陳情書

みなし
不採択

みなし
不採択

趣旨
採択

議決
不要

議決日は、６月24日の議会最終日（但し、議案第36号、37号、41号は、５月29日の開会日に即決）
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平成27年６月定例会　請願・陳情　議決結果

沖縄の声に共鳴して地
方自治の堅持を政府に
求める意見書提出を求
める請願

海外での戦争に繋がる
安全保障法案を今国会
で成立させることに反
対する請願

手話言語法制定を求め
る意見書の提出を求め
る陳情書

「義務教育費国庫負担
制度」の堅持に関する
陳情書

安全保障法制法案に関
する意見書採択を求め
る陳情書

安全保障法制法案に関
する意見書採択を求め
る陳情書

「最低賃金の改善と中
小企業支援の拡充を求
める意見書」の採択を
求める陳情書

番　号 表　　　題 趣　　　　　　　旨 提 出 者
採決結果

委員会 本会議

不採択不採択

不採択不採択

みなし

不採択

みなし

不採択

みなし

不採択

みなし

不採択

採　択採　択

採　択採　択

趣　旨

採　択

趣　旨

採　択

請願５

請願６

陳情７

陳情９

陳情10

陳情11

陳情12

沖縄県民は、県知事選挙と総選挙でこれ以
上の基地負担を拒否する意思を明らかにし
ている。しかし、国は県民の声に耳を傾け
ているとは言えない。国に対し、国と地方
自治体との対等性を確認し、地方自治の堅
持を求めるもの。

　

手話が音声言語と対等な言語であることを
広く国民に広め、聞こえない子どもが手話
を身につけ、手話で学べ、自由に手話が使え、
さらには、手話を言語として普及、研究する
ことのできる環境整備を目的とした「手話
言語法」を制定することを求めるもの。

平成28年度予算編成にあたり、国の責務で
ある教育水準の最低保障を担保するために
必要不可欠な義務教育費国庫負担制度を堅
持し、負担率を２分の１に復元すること。
また、国庫負担金から既に除外した教材費、
旅費、共済費、退職手当などを復元するこ
とを求めるもの。

　

安全保障法制２法案が国会に提出されたこ
とに不安と怒りを感じる。国の重要な進路
に係る立法を「安全保障関連法案」として、
短期間に一括審議することに強く反対し、
今国会において法案を成立させないことを
求めるもの。

国民が健康で文化的な最低限の生活を営む
ため、また、地方の経済を再生させるため
には、最低賃金の大幅な引き上げと格差是
正が必要であり、そのためには国による中
小企業への助成や融資など支援が必要であ
る。このため、国に対し、最低賃金の地域
格差を撤廃し大幅に引き上げること、また
中小企業支援策の拡充を求めるもの。

地方自治の
本旨を守る
会

茅野市聴覚
障害者協会

長野県教職
員組合諏訪
支部

海外での戦
争に道を開
く閣議決定
白紙撤回！
＝諏訪湖・
八ヶ岳地域
ぐるみの会

新日本婦人
の会
茅野市支部

諏訪地区労
働組合連合
会

茅野市９条
の会

自衛隊が海外で武力行使を可能にする平和
安全法制関連２法案を今国会で成立させな
いよう国に求めるもの。

政府は、安全保障法制2法案を今夏までに
成立させることを目指している。このこと
に対し、法案の撤回・廃案、少なくとも今
国会での採択をしないこと。また、広く国
民的議論を尽くすことを求めるもの。
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 平成27年６月定例会の一般質問は、６月11日、12日、15日
の３日間行われ、17人の議員から25項目についての質問が
市側に出されました。

茅野市の課題を問う！

6月定例会一般質問通告一覧
件　　　名

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

12

13

14

11

要　　　　　　　旨
（1）選挙戦を通して、見えてきた新しい課題や思い等について
（2）市政で優先して欲しい課題として、医療・福祉が最多という調査結
　　果について
（3）30年以内の地震発生確率13％～30％と言われる長期評価を受ける
　　中で、当市における減災・防災・自主防災組織の機能強化などの取
　　組への緊急性について
（4）みんなでつくるみんなの茅野市（公民協働のまちづくり）の実践について
（1）市長選挙の投票結果について
（2）重点施策についての考え方は
（3）新聞報道の施策の考え方は
（1）取組の総括は
（2）今後の展開は
（3）新しくなった鳥獣被害対策実施隊の考え方と課題は
（1）環境の日を定めることについて
（2）今まで取り組んできたことについて
（3）市民総参加の活動について
（1）一般家庭での生ごみ処理機器の設置状況について
（2）生ごみ処理機器の普及促進について
（1）現在の維持管理について
（2）人の集まる場としての活用について
（1）保育園などの入所状況と今後の課題について
（2）地域子ども・子育て支援事業の実施状況と今後の課題について
（3）保育園などの運営方針と今後の整備計画について
（1）乳幼児期における発達障害等への対応と支援体制について
（2）学齢期（小中学校）における発達障害等への対応と特別支援体制について
（3）学齢期（小中学校）における教育相談体制について
（1）市民、特に未入区者への周知について
（2）消防団を中核とした地域防災力の充実強化について
（3）自主防災組織と消防団の関わりについて
（4）地域内の保育園、学校と消防団、自主防災組織及び地域住民との連
　　携訓練の実施について
（5）地域内の病院、高齢者施設と消防団、自主防災組織及び地域住民と
　　の連携訓練の実施について
（6）自助、共助の取組を支える公助の考え方について
（1）これまでの投資額と経済効果について
（2）縄文プロジェクトの目指すもの・目標について
（3）目標を達成するための、今後の推進計画について
（1）茅野市の少子高齢化・人口減少化の実状について
（2）若者の就労状況について
（3）若者を茅野市に呼び戻す手法について
（1）白樺湖畔の廃業施設の撤去について
（2）高地トレーニング合宿の誘致について
（3）植栽による景観の再生について
（1）気軽に交流できる居場所の提供について
（2）高齢者の見守り支援について
（1）スクールソーシャルワーカーを４学校区に配置したいとする背景に
　　ついて
（2）職員研修制度を活用して退職職員を相談員等の専門家として育成す
　　ることについて
（3）保育園の休日保育実施について
（4）学童クラブの現状で見直しが必要と思われる点について
（5）学童クラブの受入れ年齢拡大と第２子以降の利用料減額について

伊
藤
玲
子

伊
藤
　
勝

山
岸
正
衛

矢
島
正
恒

両
角
昌
英

両
角
秀
喜

宮
坂
武
男

北
沢
千
登
勢

３期目の市政運営について

市長施政方針等について

鳥獣被害対策について

環境の日について

茅野市子ども・子育て支援事業計画
の各種事業の現状と課題について

子どものライフステージごとの特別
支援の状況と教育相談体制について

一般家庭での生ごみ処理について

ジャブジャブ池の活用について

災害に強い支え合いのまちづく
り条例の運用について

縄文プロジェクトの経済効果に
ついて

若者が集うまちづくりについて

白樺湖エリアの再生について

高齢者の社会的孤立について

子どもと子育て世代のための施
策を充実することについて

※一般質問通告一覧は受付順となっています。
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件　　　名

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

要　　　　　　　旨

（1）現状と支援体制について
（2）茅野市が任意で実施している事業について

（1）市営住宅としての取得経緯について
（2）市営住宅としての建物管理と外回りの整備について
（3）災害時における入居者への対応について
（4）「公共施設等総合管理計画」の中での今後の活用・方向付けについて
（1）大型太陽光発電所建設計画に対する、横河川下流域地域住民の不安
　　を把握しているか
（2）横河川下流域地域住民の不安を解消するための手立てをどう考えて
　　いるか
（1）子ども・障がい者の医療費無料の必要性について
（2）子ども・障がい者医療の実態について
（3）子ども・障がい者医療費の窓口無料化の推進について
（4）子どもの医療費無料年齢の引き上げについて
（1）婚活事業の内容、事業展開の仕方について
（2）婚活事業の事業主体について
（3）社会福祉協議会結婚相談事業との兼ね合いについて
（4）諏訪広域の連携について
（5）民間婚活団体の活動支援策について
（1）現在の作成段階について
（2）名簿提供の日程について
（3）各関係先での活用方法について
（1）320万人の観光客の交通手段は何か
（2）エリア別の観光客数と宿泊者数について
（3）リピーター数はどれくらいか
（4）観光客の増大も重要だが、現状の観光客の消費額を増やす方が即効
　　性は高いと思うがどう考えているか
（5）使用金額から、多くの観光客が宿泊していないと思われるが、宿泊
　　を促す手段を市として検討しているか
（6）観光客数及び消費金額を増やすための具体的な検討案について

（1）ビッグデータの活用とオープンデータの提供について
（2）データ分析やマーケティングが出来る人材育成について

（1）一極集中からの分散に対応する受皿作りについて
（2）自然エネルギーの活用について
（3）産業の柱の一つ、観光への取組について
（4）知恵を出してもらうことへの支援について
（5）農産品販売業者の農地・農業への投資について
（1）「茅野市国民保護協議会条例」や「茅野市国民保護対策本部及び茅野
　　市緊急対処事態対策本部条例」への影響は出るのか
（2）「武力攻撃事態等における特定公共施設等の利用に関する法律」では、
　　国内の公共施設の利用について規定していますが、どのような対応
　　を考えているか
（1）人口は市の基礎。施策の目指す姿を「人口を減らさない仕組みづく
　　り」として最前面に押し出し、更に具体的に、より本音で語る考え方
　　について
（2）茅野市を知り、人が集まる施策として、観光地を活かす取組で茅野
　　市を宣伝することについて
（3）人口の流出を防ぎ、人が留まる施策として、観光振興を更に推進し、
　　住む場所、働く場所を提供することについて
（4）観光産業はすそ野が広く、その振興が他の産業振興に繋がることか
　　ら、観光振興を「人口を減らさない仕組み」の糸口とすることについて

長
田
近
夫
小
池
賢
保

伊
藤
正
陽

小
尾
一
郎

丸
茂
岳
人

樋
口
敏
之

松
山
孝
志

望
月
克
治

篠
原
啓
郎

生活困窮者自立支援制度施行後
の現状と取組について

子ども・障がい者の医療費につ
いて

市の「婚活」への取組について

避難行動要支援者名簿作成の進
捗状況について

茅野市への観光客数と観光客の
消費金額について

地域創生について

「人口を減らさない仕組みづくり
と観光産業」について

「茅野市国民保護協議会条例」と
「茅野市国民保護対策本部及び
茅野市緊急対処事態対策本部条
例」のもとで市民の安全を守る
施策について

茅野市においてのビッグデータ・
オープンデータの活用について

市営住宅サンコーポラス旭ヶ丘
について

横河川上流域の大型太陽光発電
所建設に伴う住民の不安解消に
ついて
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を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
紙
面
と
し
て
発
行
す
る
ち

の
市
議
会
だ
よ
り
は
、
手
軽
に
手
に
取
り
、
い
つ
で
も
読

む
こ
と
が
で
き
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

ち
の
市
議
会
だ
よ
り
の
発
行
も
４
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
方
に
読
ま
れ
親
し
ま
れ
る
よ
う

工
夫
を
重
ね
、
分
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　　
　
　
　
　

議
会
広
報
部
会
長　
　

宮
坂　

武
男
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正
衛

部　
　

員　

伊
藤　

正
陽

部　
　

員　

矢
島　

正
恒

部　
　

員　

両
角　

秀
喜

部　
　

員　

伊
藤　
　

勝

部　
　

員　

伊
藤　

玲
子

部　
　

員　

篠
原　

啓
郎
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平成27年茅野市議会第２回臨時会議決結果平成27年茅野市議会第２回臨時会議決結果

　樋口尚宏氏が副市長及び固定資産評価員に選任されました。

　議案第44号「茅野市副市長選任の同意を求めることについて」、議案第45号「茅野市固定資産

評価員選任の同意を求めることについて」の２議案が審議されました。これは、立石良忠副市

長が７月30日をもって任期満了となるため、新たに、樋口尚宏氏を副市長及び固定資産評価

員に選任し、議会の同意を求めるものです。

　これら２議案については、全会一致で同意されました。

　樋口尚宏氏の任期は、平成27年７月31日から４年間です。

　樋口尚宏氏が副市長及び固定資産評価員に選任されました。

　議案第44号「茅野市副市長選任の同意を求めることについて」、議案第45号「茅野市固定資産

評価員選任の同意を求めることについて」の２議案が審議されました。これは、立石良忠副市

長が７月30日をもって任期満了となるため、新たに、樋口尚宏氏を副市長及び固定資産評価

員に選任し、議会の同意を求めるものです。

　これら２議案については、全会一致で同意されました。

　樋口尚宏氏の任期は、平成27年７月31日から４年間です。

議決結果議決年月日議案番号・件名

茅野市副市長選任の同意を求める
ことについて

茅野市固定資産評価員選任の同意
を求めることについて

議案第44号

議案第45号

平成27年7月15日

平成27年7月15日

同意

同意


